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◇ 「ジャンボリーに参加して」 

 

春日井第１０団 ボーイ隊 

わし班 成富 慧也 

 

 僕は、春日井十団の代表の一人として、石

川県珠洲市で開催された第十七回日本スカウ

トジャンボリーに参加しました。 

 ジャンボリーでは、たくさんの思い出があ

ります。 

それはいろんな人と名刺交換をしたことで

す。名刺は、僕が所属していた愛知十隊で配

られました。一人五十枚の名刺をもらい、僕 

は四十九枚交換しました。日本をはじめ、ス

コットランドやアメリカ合衆国のロサンゼル

ス、大韓民国などの国々のスカウトと交換し

ました。遠く離れたスカウトと、交流できて

仲良くなれました。それから、グッズ交換も

しました。 

愛知十隊のリストバンドが、外国スカウト

に好評でした。 

 ジャンボリー中で、特に設営が辛かったで

す。初日はとても日差しが強く、作業がはか

どりませんでした。しかし、班の人たちと一

緒に力を合わせて、最後までやりとげること

ができ、心強かったし、良かったと思います。 

 楽しかったジャンボリーが終わる時に、友
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達と別れた事は、とてもさみしかったのです

が、サインをもらったり住所を教えあったり

して、「また、次の大会で絶対に会おうね。」

と約束しました。 

 次回のジャンボリーは、東京であります。

その時は、高校三年生のベンチャースカウト

に、なっていると思います。三年生で進路の

こととか大変だと思いますが、参加したいで

す。 

今回のジャンボリーの七日間は、僕にとっ

て一日に感じられるほど楽しかったです。次

のジャンボリーに向けて、これからもスカウ

ト能力を高めようと思います。  

 

 
 

◇ 「ジャンボリーに参加して」 

 

春日井第１０団 ボーイ隊 

わし班次長 谷崎 雄紀 

 

 思い出などを描くのもいいがありきたな

ので得られたモノを書いていこうと思う。 

まずは人の温かさである。僕は結構体調を

くずして休んでいたのだが、その時、隊長や

副長の人、班のみんなの優しい言葉に心打た

れた。 

次に技術、これはみんなに言えることだ

が、この六日間を通し、かなり技術が上がっ

たと思う。日付けごとのプログラムを通じ新

しい事を知り、知っていることを復習するい

い機会であった。 

最後に得られたのは、絆、そして経験であ

る。このたすけ、たすけ合いの生活をしてい

るなかで仲間の一面などをもっと深く知れた

気がする。僕はこの能登が与えてくれた六日

間をけっして忘れないだろう。 

皆の努力を、友情を未来につなげるために。 

次は４年後、舞台は東京、その時は高校３年

生。だけど、絶対に行って最後まで楽しみた

い。能登の力、未来へ！この言葉を４年後、

東京につなげたい。 

 

 
 

◇ 「１７ＮＳＪの思い出」 

 

春日井第１０団 ボーイ隊 

わし班班長 濱口 豪太 

 

 僕はこのキャンプに行くのがとてもいやで

行きのバスの中でもまだ憂鬱でした。でも、

帰ってきた今は４年後も絶対行く！と思うよ

うになりました。 

何が言いたいかというと、人の気持ちを動

かすほどこのキャンプは魅力があってとても

楽しかったという事です。６泊７日という長

い時間もすぐに感じました。 

中でも沢山の友達が出来た事が心に残って

います。同じ隊の人はもちろんのこと、他の

隊の人や外人スカウトとも交流し、仲良くな

れた事がよかったです。行く前は、どうせ辛

い事しかないんだろうなあと思っていました

が、そんな事はなく、全日楽しかったです。         

でもきっと楽しかったのは自分で楽しもうと

したからだと思います。もし、僕のように長

期キャンプが憂鬱だと思っている人がいたら、

自分で楽しもうとしないと楽しくはないよ。



 - 3 - 

と言ってあげたいです。 

 

 
 

◇ 「初めてのジャンボリー」 

 

     春日井第 2団  BS隊 

              一宮 梓真 

 

私は初めて日本スカウトジャンボリーに行

きました。そこで楽しかったのは、開会式、

閉会式、大集会の全体の集会と、いろいろな

人たちとの交流です。 

全体の集会は自分が思っていたよりも盛り

上がりました。ジャンボリーのテーマソング

をみんなで歌うのはとても楽しかったです。

各隊での発表ではその県の祭りの様子が分か

りました。 

色々な人との交流は私にとってとても貴重

な経験でした。日本だと長野や大分北海道で

外国だとインドネシアなどの人と話をするこ

とができました。会場全体がいい雰囲気で、

話しかければだれとでも仲良くなれるという

感じでした。初参加のジャンボリーで大変だ

ったこともあったけど、いいこともたくさん

ありました。また次のジャンボリーにも行き

たいです。 

 

◇ 「１７ＮＳＪに参加して」 

 

     春日井第 2団  BS隊 

              恩田 遼裕 

 

初めてジャンボリーに行きました。初日は、

コンテナから荷物を出す作業が、とても大変

でした。 

3日目からプログラムが始まりました。とて

もたくさんのプログラムがありました。4日目

は大集会があり、ガールスカウトとも仲良く

なれたのでとても良い思い出になりました。 

来年には世界ジャンボリーがあり、僕は派

遣隊員として参加するので、日本スカウトジ

ャンボリーの時のように楽しみたいと思いま

す。 

 

 
 

◇ 「楽しかったジャンボリー」 

 

     春日井第 2団  BS隊 

              丸谷涼寧 

 

私は今回が初めてのジャンボリーで、今ま

でで一番長い 6 泊 7 日ものキャンプでした。

ジャンボリーに行く前は、とても緊張してい

てドキドキして、でもワクワクが止まらな

い！という楽しみな気持ちもありました。 

 そして、本番当日の 1 日目と 2 日目の昼す

ぎ前までは設営ばかりでつらかったけど 2 日

目の夜の開会式でつかれもすべてとれました。

開会式には今回のジャンボリーのテーマソン

グ と イ メ ー ジ ソ ン グ を 歌 っ て い る

「UNBRANFORD」さんがたくさん盛り上がる曲

を歌ってくれました。みんなが跳んではねて
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とても楽しかったです。3日目からは、プログ

ラムや会場全体で行われるゲームなどがあり

ました。プログラムの中で私が１番楽しかっ

たのは、レザークラフトです。川にがらを付

けて、色を付けた世界に一つだけのチーフリ

ングを作るプログラムでした。自分だけのチ

ーフリングだと思うと、とてもうれしかった

です。ゲームは友情ゲームというのをやりま

した。区画ごとに一文字ずつ文字が配られ、

違う文字同士でグループをつくって、ひとつ

の言葉を作るというゲームです。私はとても

早くおわり１０分でできました。もっと早い

人もいて悔しかったけど楽しいゲームでした。

このようなプログラムもありながらも私が一

番楽しかったのは大集会や閉会式でした。ス

カウトの有志の発表や「吉田山田」というユ

ニットや「北陸アイドル部」というアイドル 

など、様々な人がステージに立ってくれまし

た。みんなのテンションも↑↑でとても楽し

かったです。 

人生で一番良い思い出でした！！ 

 

 
 

◇ 「日本スカウトジャンボリーで」 

 

     春日井第 2団  BS隊 

              吉川 真由 

 

私は今回初めて日本スカウトジャンボリー

に参加しました。初めてなのにも関わらず、

訓練キャンプにほとんど参加できず、不安を

抱えたまま初日を迎えました。しかし、３日

目を迎えると班の絆も深まり、同じ班になっ

た韓国の派遣隊のスカウトたちとも仲良くな

れました。その後も、大集会やプログラムで

たくさんの友達ができ、いつの間にか不安は

消えていました。 

 最終日の帰り際、「４年後東京で会おう」と

すれ違うスカウトたちと約束しました。たく

さんのスカウトと交流して本当に楽しかった

です。 

 

 
 

◇ 「アゲアゲのスカウトジャンボリー」 

 

     春日井第 2団  BS隊 

              青木 絢瑚 

 

 
 

私は、17NSJに行って、改めてボーイスカウ
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トの楽しさを実感しました。最初の 2 日間ぐ

らいは早く帰りたいな～。とか、疲れた～。

と感じていましたが、3日目ぐらいから、他の

県や他の隊の人たちと仲良くなれて、とても

楽しかったです。それに、同じ隊の人たちも

編成隊だったので、仲良くなれてよかったで

す。 

 プログラムもいろんな楽しいものがたくさ

んありました。例えばマリン（海）」のサンド

アートや海水浴など、とても混んでいました

が、参加することができたので良かったです。 

 

◇ 「日本スカウトジャンボリーの思い出」 

 

春日井第 2 団 ボーイ隊 

中島 みずき 

 

 
 

私がジャンボリーに行って楽しかった事は、

プログラムです。 

その中で楽しかったのは、マリンのシーカ

ヤックです。木で作って人を乗せて引きずる

だけだけど、空き時間に外国スカウト・北海

道や大分のスカウトと、色々物を交換したり

名刺を交換したりしました。 

次に楽しかったのは、閉会式です。ジャン

ボリーが終わるのは寂しいけど、色々な経験

ができたのですごく楽しかったです。 

最後に北陸アイドルクラブのライブを見ま

した。ライブ中の後ろにいた男子のノリがち

ょっと怖かったです。 

そして打ち上げ花火を最後を満喫し、サイ

トに帰りました 

 

◇ 「１７ＮＳＪ売店部に奉仕して」 

 

     北名古屋第１団 

              中田洋二 

 

現地入場 8月 1日退場は１１日の１０泊１

１日の野営です。売店部は茨木杉浦部長以下

全国から総勢６０名、私の役務は生活班長で

主な業務は部員の宿泊・食事・健康・安全・

福利厚生に関してです。 

実際には庶務班に属し何でもする方針で作

業しました。プラザ内のスピーカ設置・シャ

ワー設備・熱中症対策のミスト栓・物干場・

青シートでデカフライ等の工作物作成。また、

熱中症対策の二台の冷水器と大型クーラーＢ

ＯＸと１２キロの氷は大変助かりました。残

念な事は記念販売品が６日にはほぼ売切れて

しまったことです。 

一般売店も大人気でゴーゴーカレー・記念

サブレ・かき氷・唐揚げ・スズ焼そば・飲料

等に大勢のスカウトの行列ができました。１

１日の朝礼で売店部目標予算も達成でき、全

員が感無量で終われました。最後に全国の多

くのスカウターとご縁ができ、大満足でした。 
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◇ 「17NSJに参加しました」 

 

     江南第 3団 ローバー隊 

              常川七海 

8/2-11日まで広報部プログラム班としてス

カウト通信員のサポート、カメラを貸出した

り、スカウト通信員のジャンボリー新聞の記

事をサポートしました。 

サポートすることによって自分のパソコン

やカメラのスキルが上がるのを感じました。 

広報部にプロのカメラマンがいたので色々教

えてもらえて、とても良い経験になりました。 

 

 
 

◇ 「１７ＮＳＪ大会本部の総務部・国際班

報告」 

 

     江南第 3団 日比野良治 

               

 
 

 秋田の 12NJ以来、5大会、20年ぶりのジャ

ンボリー。私は大会本部の総務部・国際班の

配属。直接担当した業務としては、外国派遣

団バス到着時対応（蛸島デポ出迎え・誘導案

内）、大会期間中のトラブル対応、通訳対応

でした。一番の印象深かったこととして、い

くつかの外国派遣団が開会式用に準備してい

たパフォーマンスが事前エントリーされてい

ないことが発覚したため、班をあげてジャン

ボリースカウトセンターのステージにて、

Small World Jamboree として提供できたこと。

その場にいたみんなが充実した時間を共有。

他にもインドネシア VIP に対する開会式への

誘導説明、ネパール人 ISTを金沢駅まで送り、

東京行き新幹線乗車の見届けなど重要任務も

体験しました。 

 

◇ 「ジャンボリーを終えて」 

 

         小牧第 2団  ボーイ隊 

                林 徹泰 

 

 ぼくは日本ジャンボリーを終えて、改めて

ボーイスカウトの楽しさを知りました。 

 ジャンボリーでは、他県の人達との交流を

たくさんしました。普段関わることのない人

と関わることができ、交流することの楽しさ

を知りました。また、班の人達と過ごす時間

は、時間に間に合わないときなど、大変なこ

とが多かったけど、一緒に過ごした時間は僕

にとって宝物になりました。 

 これからはジャンボリーで知った「楽しさ」

を忘れずに、頑張りたいです。 

                     

 
 

◇ 「日本ジャンボリー(17NSJ)に参加して」 

 

愛知第 10 隊  村松 明良 

瀬戸第 6 団ボーイ隊トラ班班長 
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僕が 17NSJ で一番楽しかったことは、たく

さんの人たちとの交流です。 

たくさんのスカウトに積極的に声をかけて

名刺や県連章等を交換しました。そして自分

と同じ趣味を持つスカウトを見つけて盛り上

がったり、地域ごとの方言が面白くて教えて

もらったりしました。僕は他に地元のキャラ

クターのバッチを準備して持っていきました

が、予想以上に喜んでもらえました。 

参加隊は皆面白くて楽しく過ごせました。ハ

プニングもありましたが協力して乗り越える

ことができました。とても貴重な体験ができ

たと思います 

 

 
 

◇ 「第17回日本スカウトジャンボリー感想」 

 

      春日井第 4 団 ローバー隊 

             金村 莉歩 

 

 
 

第 17回日本スカウトジャンボリーの大会運

営スタッフとして 8 月 2 日～11 日まで参加し

てきました。運営スタッフとして参加するの

は初めてでしたが、周りの方々のサポートの

おかげで多くの事を学びとても楽しく過ごす

ことができました。 

10 日間の中でも、印象に残っているのが、

皇太子殿下の交通規制のお仕事です。緊張の

中、近くでお目にかかることができ中々でき

ない貴重な経験をすることができたので、是

非活動報告と共に後輩スカウトに伝えたいと

思います。 
 

 

◇ 「17NSJに参加して」 

 

愛知第７隊 春日井２団 VS隊 

高井紗璃 

 

 ジャンボリーに行く前はボーイの子達のフ

ォローが出来るか不安でした。しかし実際に

行ってみるとそんなこと忘れるくらい楽しい

ことがたくさんありました。私たち愛知 7 隊

はロサンゼルスのスカウト 2 名を含めとても

絆が強いと思います。今後全員でキャンプす

ることはないかもしれないけど、思い出を忘

れずにこれからも活動していきたいです。 
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◇ 「初めての班長」 

 

春日井第 4団 

田中 初音 

 

ジャンボリー初日はてんやわんやでドタバ

タ。班員に指示が思うように届かず悩み、他

の班長に相談してアドバイスをもらったりし

て過ごしました。日時を経るごとに「自分の

伝えたいことがどうすれば班員に届くか？」

がわかってきました。 

「あ！私ってこんなに人と話せてたな！？」

と自分でも思うほどにもなりました。 

最終日、なんと！「トラ班」が “優秀班“に！

トラ班の仲間達、本当にありがとう！皆の協

力、支えがあってこその結果です。そして私

が”最優秀スカウト“に！何故私が最優秀ス

カウトになれたか。それは一緒に考え協力し

てくれた仲間達のおかげです。 

 

 
 

今回の経験を通し、皆の優しさ、大切さが

心に 17NSJ 事前キャンプ初日、私が班長とし

て名前が挙げられました。これまでのボーイ

スカウト活動の中で班長経験もなく予想外の

決定でした。 

私はコミュニケーションをとること、人前

に出ること、リーダーシップをとることが苦

手です。こんな私に１７NSJ の愛知 9 隊 ト

ラ班（春日井＋日進）班長が勤まるのだろう

かという不安を抱えながら当日を迎えました。

もちろん楽しみも抱えて！響きました。とて

も感謝しています。予想外の決定がこんなに

も大きな経験になるとは．．．。 

次回は東京で会おうぜ！！（今自信に満ちあ

ふれているナウ） 

 

◇ 「今回のジャンボリー」 

 

         17NSJ 愛知 8隊 

           隊長 大島 佑哉 

    

 あるスカウトがベンチャーになったらボー

イスカウトをやめようと思っていた様子。 

ただ、17NSJに参加して、気持ちが変わったよ

うで、ジャンボリーからの帰路、バスを降り

て一言。「隊長！ベンチャーも続けます！」 

 ジャンボリーではスカウトが楽しめるよう

に副長に支えられ、色々と考えることができ

ました。副長にはとても感謝をしております。

いろいろとあった中で今回一番印象に残った

のが上記の言葉でした。 

 次回の日本スカウトジャンボリーは東京。

もし、また参加隊で行けたときには、新しい

スカウトと新しい出会いをし、新しい出来事

に出会っていきたいと思います。                 

 

 
 

◇ 「ジャンボリー」 

 

         17NSJ 愛知９隊 

           隊長 佐藤 精 

 

 今回のジャンボリーでは①安全に帰ってく

ること、②楽しいジャンボリーにすること、

③ちょっと背伸びをしてもらうこと、④でき
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るだけ準備をして臨むこと、を特に意識して

隊運営を行いました。 

① については、一人熱中症にしてしまった

のは申し訳なかったと反省してますが、

みんな、自分の体調管理に真剣に向き合

ってよい経験になったことと思います。 

② これは間違いなく達成できたなと思いま

す。最後ヘロヘロになったスカウトもい

ましたが（ちゃんと見てたぞ）、価値あ

る経験になったのではないかと思います。 

③ 班長・次長には、普段やっていないスカ

ウトたちに任せてみました。みんな、一

人残らず期待に応えてくれました。めき

めき成長している姿を目の当たりにして、

指導者冥利に尽きました。 

④ 事前の準備で力が入ったのが、写真のゲ

ートです。「城を作りたい」とか言い出

した時はどうなることかと思いましたが、

ごらんのとおり、たいへん良い出来でし

た。通りを行きかう人が立ち止まって見

上げていくのを見て、とても誇らしい気

持ちになりました。 

派遣隊のみんな、支えてくれたスタッフの皆

様、そして送り出してくれた皆様、本当にあ

りがとうございました。 

 

 
 

◇ 「17NSJを終えて」 

 

         17NSJ 愛知７隊 

隊長 （江南１団 VS隊長）石川圭祐 

「ありがとうございました、とても楽しかっ

たようです。」という声を何件いただいたであ

ろうか。スカウトの保護者から、この声を聞

くたびに、自分の進んだ道は間違っていなか

ったのかなと感じる。ほとんどのスカウトが

出席した解隊式で、別れを名残惜しそうにし

ている姿を見ると、隊や班が深い絆で結ばれ

ていることを感じる。この１７NSJで多くの仲

間と結ばれることができた。この仲間ととも

に今後 VSへと上進し、ボーイスカウト活動を

盛り上げてくれることを期待する。多くの関

係者の皆様ありがとうございました。 

 

◇ 「ジャンボリー」 

 

         17NSJ 愛知１０隊 

隊長 （小牧第 1団）古木 啓介 

 

 
 

10 隊は 8 月 4 日に愛知環状鉄道・中水野駅

から出発。隊長から「自分だけが楽しみに行

くんじゃない。代表として派遣される意識を

しっかり持って、みんなの期待を背負って何

事にも全力で取り組もう」と話をし、みんな

がそのように、このジャンボリーをしっかり

と楽しんでくれたことがとてもよかったです。

いつも陽気なベンチャースカウト、班員の扱

いに悩む班長、班長の扱いに悩む次長、「吉田

山田」が来て見たことないテンションになる

副長…みんなの個性が 10隊のよい雰囲気を作

ってくれました。 

また、10 隊のオリジナルグッズ「リストバ

ンド」を、日本のどこまで、世界のどこまで

配れるかという隊のプログラムをやり、全員

が 50枚の名刺と 5個のリストバンドを持って、

知らない「仲間」と出会い、友情を交歓して

くれました。国内では九州や北海道や海外は

香港・韓国・アメリカ…と遠くの地域・国ま

で交流を持っていました。 

 私にとってジャンボリーは、人生が変わっ

た場所でした。スカウトのみんなにもそんな

大会になって欲しいと思って、副長たちの協

力も得ながら隊運営を行いました。この 10 隊

が参加したスカウトみんなにとって価値ある

1週間になっていればうれしいです。 
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 また、個人的には、2年前、2TCで全体行事

を担当していた時のローバースカウト達が、

参加隊の副長や、サブキャンプのスタッフ、

ジャンボリーの開・閉会式スタッフなど、様々

なポジションで主要な役割を果たしてくれて

いたのがとてもうれしかったです。 

さぁ次は東京！10 隊のみんなには次の参加

スカウト達を導いてくれることを期待してい

ます。 

 

 
 

１７ＮＳＪ尾張東地区諸活動あれこれ 

第 17回日本スカウトジャンボリー実行委員会 

          

４年に一度開催される日本スカウトジャンボ

リーの第１７回大会が、８月４日（土）～９

日（金）石川県珠洲市にて国内外から約 13,000

人の参加者を得て開催されました。尾張東地

区より参加４個隊関係 164 名、本部・サブキ

ャンプ奉仕関係 37名、計 201名が参加、参加

者それぞれの目標や大会成功に向けた裏方役

務遂行などに取り組み、各自の目標を達成し

盛況のうちに帰ってくることが出来ました。 

保護者の方、団の皆さまその他関係者各位の

ご尽力の賜物と感謝申しあげます。 

大会参加に向けた地区内活動の一部を報告し

ます。 

 

◆派遣隊活動(４個隊編成)◆ 

４月・参加確定申込と派遣隊編成を確定し、

各隊毎の結隊式を５月のゴールデンウイーク

期間を挟み実施し、おおよそ月１回の編成隊

訓練を行いました。 

編成隊は、数個団の混成隊で編成したので

スカウト間の友好を深める事を第一にし、宿

泊を伴うキャンプや班長訓練の充実を図り、

短期間でスカウト間のコミュニケーション向

上が図れ、大会へ臨むことが出来ました。 

また、ベンチャースカウトを各隊へバラバラ

に配属し、ボーイスカウトの良き相談相手と

してお兄さんお姉さん的役割を果たしてくれ

たことが、より一層良かったのでは？と感じ

ています。 

 

◆7月 22日 派遣隊壮行会◆ 

犬山国際観光センター「フロイデ」ホールに

おいて、参加スカウトや指導者、スカウト保

護者、各団関係者約４６０名の参加をいただ

き開催しました。 

平野地区委員長の激励の言葉、参加スカウト

による決意表明等のほか、県連盟副派遣団長

から派遣団チーフの授与を各隊上級班長が受

けました。ローバースカウトの軽やかな司会

進行で、楽しく盛大・和やかに実施できまし

た。 

壮行会時には、７月上旬の発生した「西日本

豪雨災害支援募金」を実施させていただき

64,088円のご芳志をいただきました。誠にあ

りがとうございました。ご芳志金はボーイス

カウト日本連盟へ納付させて戴きました。 
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◆所属自治体市長表敬訪問◆ 

日進市 

 

犬山市 

 
瀬戸市 

 

江南市 

 
大会参加スカウト・指導者、団関係者によ

る所属自治体市長表敬訪問を実施し、大会開

催の目的や参加目標等、スカウト活動の一端

を報告と PRを実施し、各市長さんより激励と

今後のおおいなる活躍を期待する激励をいた

だきました。 

訪問自治体は次の通り(参加団名) 

7月 27日：日進市(日進第 1団・第 2団) 

犬山市(犬山第 5団・第 7団) 

7月 30日：瀬戸市(瀬戸第 1団・第 6団) 

8月 29日：江南市(江南第 1団・第 3団) 

8月 31日：犬山市(犬山第 5団・第 7団) 

◆派遣隊資器材輸送◆ 

7月 22日、資機材積み込み 

8月 25日、資機材帰着 

派遣隊が大会期間中に使用する資機材を JRコ

ンテナでの輸送を行いました。 

 

  

積み込み・積み下ろしは各団指導者のご協力

いただき、暑い中での作業となりました。 

ご協力いただきました各団関係者の皆様に感

謝申し上げます。 

第 7.8隊積み込み   第 9.10隊積み込み 

◆実行委員会として◆ 

平成 29年 9月、地区内に実行委員会を立ち

上げ、参加受付仮申込から確定申込、派遣隊

編成計画や個別訓練への支援等、参加するス

カウトや指導者がスムーズに課活動できるよ

う実行委員会や派遣隊長会議を開催し、運営

状況を地区委員会経由で各団へ報告致しまし

たが一部ご迷惑をお掛けした点もありました

が、大会参加者が無事帰着出来ましたこと、

安堵と関係各位に感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

次のジャンボリーは、ボーイスカウト日本連

盟 100 周年記念の年・２０２２年「ＴＯＫＹ

Ｏ」です。 

参加候補スカウトは、現在のカブスカウト（小

学校２年）からボーイスカウト（中学校２年

生）までです！皆さん、今から「そなえ！そ

して、いざ東京へ行こう」 

 

チャレンジサブキャンプ副チーフとして 

          小牧第２団 団委員長 

               井上 勲 

 

 第 17回ＮＳＪにおいて、中部９県連盟のチ

ャレンジＳＣの副チーフとして庶務班、プロ

グラム班を担当しました。今回の当ＳＣの組

織は、各県連が１つの班を担当する体制で、

愛知連盟は、庶務班を担当し、班員総勢 36名

のうち当地区からは 20名の方に奉仕して頂き

ました。連日猛暑の中、他県連の奉仕者が少

ないこともあり、他県連の担当業務に対して

も気持ちよく対応して頂いたことに感謝いた

します。なお、今回の大会では、「セーフ・フ

ロム・ハーム」の取組が徹底されており、団

や地区においても再度、徹底する必要がある

と痛感しました。最後に、「3ＴＣ」「第 18 回

ＮＳＪ」においても、多くの指導者が参加さ

れることを期待します。 

 

 

「西日本

豪雨災害

支援募金」

の様子 
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◇ 「17NSJに参加して」 

日進第 1団  ボーイ隊 

副長  安田 直樹 

 

今回私は、17NSJに派遣隊（愛知第 9隊）副長

として参加してきました。派遣隊は、7～8 名

の班が 4つ、VS班も含めて 36名のスカウトで

編成され、自隊のスカウトも、そして私自身

も、この規模の隊で活動するのは初めての経

験でした。 

果たしてスカウトたちは、班の仲間との協力、

班同士の競い合いなど、大きな隊ならではの

楽しみを感じていたようで、非常に充実した

一週間を過ごすことが出来たと思います。 

17NSJを終え、自隊においてカブ隊、ビーバー

隊のスカウトたちが「早く自分もボーイ隊に

行きたい！」と思えるような活動を展開し、

大きな隊の楽しさを自隊で味わえるような、

そんな隊を目指していきたいと感じている昨

今です。 

 

◇ 第１７回日本スカウトジャンボリー（１７

ＮＳＪ） 

 

北名古屋第１団 平野嘉彦 

 

 2018年 8月 4日〜10日，石川県珠洲市蛸島

町鉢ヶ崎で，海外 12の国と地域（オーストラ

リア，台湾 ，香港，インド，インドネシア，

韓国，マカオ，マレーシア，ネパール，フィ

リピン，アメリカ，イギリス）の約 600 名を

含む参加者 13,422 人が集い開催されました。 

チャレンジサブキャンプエリア（スカウトの

宿営場所）で、サブキャンプチーフ（永井愛

知連盟理事長）のもとサブキャンプ（ＳＣ）

の庶務業務運営を担当し参加スカウト達が快

適にジャンボリー生活を行えるように奉仕を

しました。多数の奉仕者皆様のお力で事故無

く運営出来ましたこと紙面にて先ずもって御

礼申しあげます。 

スカウト時代、第４回日本ジャンボリー（岡

山県日本原）参加以来、６６歳になった今で

もジャンボリーと聞くと心が躍り楽しみにな

ります。それほど楽しく仲間達と過ごせる大

会です。 

参加スカウトが、ジャンボリー楽しかったと

言ってくれることが嬉しいですね。参加した

ことで内外に目を向け多くの仲間達と活動出

来る喜びを感じて日常の活動に邁進してくれ

ることを願っています。ジャンボリーは、国

内だけでなく、世界スカウトジャンボリー（Ｗ

ＳＪ）も開催されています。２４ＷＳＪは、

２０１９年米国ウエストバージニア州で開催

されます、１７ＮＳＪに参加し、ＷＳＪに参

加を決めたスカウトもいます、ジャンボリー

は楽しい事が満杯です、是非機会がありまし

たら参加してください。 

皆さんもご存じと思うのですが、ジャンボリ

ーとは，スカウト運動創始者ベーデン・パウ

エル卿がスワヒリ語の Jambo を元に造語し，

多くのスカウトが参加する大会を総称した言

葉です。 

最近では，スカウト行事以外でも多人数が集

う音楽などの祭典などで、この名称が使用さ

れています、この言葉は、ボーイスカウト活

動が起源と言うことを知っていただきたいと

思います。 

日本スカウトジャンボリーは 4 年ごとに開催

され，今回で第１７回を迎えました、次回４

年後は，東京での開催が決定しています．今

までと違う都市型のジャンボリーとなる予定

です。 

その年には７０歳になります、参加できるか

どうか解りませんが今から楽しみにしていま

す。 

 

弥栄 
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◇ 「RCJリクエスト」 

 

春日井第５団 ローバー隊 

中神 大輔 

 

 8 月 23 日（木）～26 日（日）まで、RCJ

リクエストが、大和の森 高萩スカウトフィ

ールド（茨木県）にて開催されました。 

北海道から沖縄まで、全 13班。ローバース

カウトが全国から集まりました。  

 初めて会う仲間との班ですが、すぐに仲良

くなり、楽しく野営生活を送ることができま

した。マウンテンバイクでのプログラムは、

下りはすごくスピードが出て楽しかったので

すが、もちろん帰りはキャンプ地に向かって

登りで、すごく大変でした。途中カフェで、

休憩し地元の方と楽しくお話ししました。 

 他にもプログラムは楽しかったのですが、

いろいろな地域の方と知り合えたのが一番で

す。ローバー1年目のスカウトだけで集合写真

もとりました。また、再開楽しみです。 

 ローバーになると、活動の幅が広がります。

自団の活動だけでなく地区の活動にも積極的

に参加したいです。これを読んでいるカブや

ボーイのスカウトのみんなも、ローバーに上

がってきて楽しもう。 

 

 
 

 ◇ 「いきものかんさつしたよ！」 

 

         瀬戸第６団 ビーバー隊 

           隊長 野村勝美 

 

  ７月８日の隊集会は尾張旭第１団さんと

合同で生き物観察をしました。当初は川に入

る予定でしたが、前日迄の雨で川の水量が少

し多めだったので岸からの観察になりました。

それでもみんな楽しそうに川の中にタモを入

れてメダカ等をすくっていました。 

 初対面の子どもたちもすぐになかよく元気

に楽しく過ごすことができました。 

 

 

 
 

◇ 「きもだめし」 

 

江南第３団 カブ隊 

かねまつ さやえ 

きもだめしをしました。 

とてもおばけがこわかったので泣いてしまい

ました。でもまさながいたので光るわをひろ

うことが出きました。終わってからボーイの

人に海のぬいぐるみをもらいました。うれし

かったです。 
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◇ 「こんちゅうさいしゅう」 

 

江南第３団 カブ隊 

どい こうた 

 

ぼくはあさにこんちゅうさいしゅうにいきま

したカブトムシのオスメスをつかまえれてよ

かったです。 

 
 

◇ 「さわさがにとり」 

 

江南第３団 カブ隊 

どい こうた 

 

 

ぼくたちは川でかにをさがしてあそんでいま

した。かにをさがすのはむずかしかったです。 

 

 

◇ 「たきまでのハイキング」 

 

江南第３団 カブ隊 

ふじのまさと 

 

 ぼくはキャンプの二日目にたきまでハイキ

ングに行きました。作ってもらった記号をた

どってすすんで行きました。一歩外したら落

ちるけわしいさかを上がったり、何回もはし

をわたったりして歩きました。上流に行けば

行くほど水がきれいで、魚がたくさん泳いで

いました。たきに着いた時は、とてもとても

うれしかったです。なぜかというと、スター

ト地点から、たきまですごく遠かったからで

す。たきには、三人のかみさまのぞうがおい

てありました。ぼうをもったり、みんなを見

まもったりしていました、たきの水はすごく

つめたかったけど、だんだんなれて、ついに

もぐれるようになりました。しばらく遊んで

いて、とても気持ちよかったです。帰り道は、

よそう外に楽でした。下りざかだったからで

す。つかれたけどとても楽しいハイキングで

した。 

 

◇ 「ボーイスカウトのぼうさいくんれん」 

 

江南第３団 カブ隊 

ふじのまさと 

 

 ぼくは、ボーイスカウトで、ぼうさいにつ

いて学びました。 

 まずはじめに、み近にある新聞紙で、スリ

ッパを作りました。新聞紙で、大きさをちょ

うせつできるし、み近にあるもので、やくに

立つものができるなんてすごいなと思いまし

た。 

 つぎに作ったのは牛にゅうパックのフエで

す。前作ったことがあるけど、今日のはいつ

ものばいたいへんでした。なぜかというと、

いつもは、じゅんびする人が、かいてから、

きってわたしてくれるのですが、今日は、か
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くのときるのとくみたてるということを、し

なくてはならなかったからです。くろうした

けれど、いい音がなってうれしかったです。 

 そのつぎにやったのは、手づくりきゅうじ

ょというボーイスカウトのお兄さんとお姉さ

んがつくってくれたきかいにのりました。上

にあがったり下に下がったりできるのです。

そして上にあがったら、デンリーダーに写真

をとってもらいました。とても楽しかったで

す。 

 つぎにおうきゅうしょちのしかたを教えて

もらいました。一人がねころんでやったり人

形をおしたりしました。むずかしかったです。 

 さいごにマスクをつくりました。かんたん

そうに見えたけど、とてもむずかしかったで

す。 

 とても楽しくむずかしいカブスカウトでし

た。 

 

◇ 「きもだめし」 

 

江南第３団 カブ隊 

かねまつ さやえ 

 

 
 

今日は夏まつりでした。 

みんなでやきそばやフランクフルトを食べま

した。よるにはみんなで花火をしました。 

 夏休みの楽しい思い出になりました。 

 

◇ 「楽しかったきもだめし」 

 

江南第３団 カブ隊 

ふじのまさと 

 

 ぼくはキャンプの二日目にたきまでハイキ

ングに行きました。作ってもらった記号をた

どってすすんで行きました。一歩外したら落

ちるけわしいさかを上がったり、何回もはし

をわたったりして歩きました。上流に行けば

行くほど水がきれいで、魚がたくさん泳いで

いました。たきに着いた時は、とてもとても

うれしかったです。なぜかというと、スター

ト地点から、たきまですごく遠かったからで

す。たきには、三人のかみさまのぞうがおい

てありました。ぼうをもったり、みんなを見

まもったりしていました、たきの水はすごく

つめたかったけど、だんだんなれて、ついに

もぐれるようになりました。しばらく遊んで

いて、とても気持ちよかったです。帰り道は、

よそう外に楽でした。下りざかだったからで

す。つかれたけどとても楽しいハイキングで

した。 

 

 
 

◇ 「昆ちゅうさいしゅう」 

 

江南第３団 カブ隊 

かねまつ さやえ 

 

昆ちゅうさいしゅうしました。 

カブトやクワガタをつかまえれるのはちょこ
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っと時間だったけどたのしかったです。 

 
 

◇ 「9/2ぼうさいきゃらばん」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

磯村 真沙那 

 

 
 

まず、イオンにいきました。 

さいしょに、マスクをつくりました。 

つぎにスリッパをつくりました。小さかった

です。 

さいごにふえをつくりました。いいおとがし

ます。 

 

◇ 「ボーサイフォーランドをしたよ」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

くまさき こう 

 

ぼくはビーバーでボーサイフォーランドをし

ました。ぼうさいでつかうどうぐにのせても

らったりしました。ぎゅうにゅうパックでつ

くったふえ、しんぶんしでつくったスリッパ

などをつくりました。つぎにどっちビーのれ

んしゅうをしました。どちらがかつかとのし

みです。 

 

 
 

◇ 「大きなかぶのれんしゅうをしたよ」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

くまさき こう 

 

ぼくはビーバーで大きなかぶのれんしゅうを

しました。あどばいすをもらってもっとこえ

をだしたらいいなと思いました。 

 

 
 

◇ 「しょうぼうしょのけんがく」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

磯村 真沙那 

 

しょうぼうしょのけんがくに行きました。あ

るいて行きました。はしごしゃにカブだけの

れてずるいです。 
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江南第３団 ビーバー隊 

どい はるま 

 

しょうぼうしょのおおきなふくをきれておも

しろかった。 

 

江南第３団 ビーバー隊 

いそむら かずと 

 

 
 

◇ 「9/2どっちびー」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

やまぎし あゆむ 

 

 
 

江南第３団 ビーバー隊 

いそむら かずと 

 
 

◇ 「みどりのはねぼきん」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

磯村 真沙那 

 

きのうまんだらじにあるいていってみどりの

はねぼきんをしました。ふじの花を見ました、

けど花は、ほとんどかれていました。 

 

江南第３団 ビーバー隊 

どい はるま 

 

おおきなこえでぼきんをしました。たのしか

った。 

 

江南第３団 ビーバー隊 

くまさき こう 

 

ぼくはまえビーバーで、みどりのはねきょう

どうぼきんをしました。人はぜんぜんいなか

ったけどおもっていたいじょうにくれたので、

うれしかったです。 

 
 

◇ 「ぶらんこ」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

いそむら かずと 
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◇ 「はなび」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

やまぎし あゆむ 

 

 
 

江南第３団 ビーバー隊 

どい はるま 

はなびたのしかった。 

 

◇ 「はしご車のうごくところを見たよ」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

くまさき こう 

 
 

ぼくはビーバーではしご車やきゅうきゅうし

ゃやたんくしゃを見ました。うごくのりもの

ははしご車しか見れなかったのではしご車を

かきました。ことしはビーバーじゃなくて〇

〇たのでつぎのりたいです。 

 

◇ 「たのしかったげんきっず」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

くまさき こう 

 

ぼくは、ビーバーでげんきっずをしました。

１０このところをぜんぶやったらうけつけで

いろいろなものがもらえてうれしかったです。

またつぎもがんばりたいとおもいます。 

 

 
 

江南第３団 ビーバー隊 

どい はるま 

 

かわいいようせいをもらえたからうれしかっ

た。 

 

◇ 「ざりがにつり」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

磯村 真沙那 
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７月２２日にざりがにつりをしました。つり

ざおにするめいかをつけてつりました。いっ

ぱいつりました。かえるもいました。さいご

にざりがにもってしゃしんをとるときにパパ

がここをもてばいいっていったところをもっ

たのにざりがににはさみではさまれました。

いたかったです。 

 

江南第３団 ビーバー隊 

どい はるま 

 

いちばんおおきなざりがにをつれてうれしか

った。 

 

江南第３団 ビーバー隊 

やまぎし あゆむ 

 

 

◇ 「キャンプ」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

磯村 真沙那 

 

ぎふせいりゅう公園でパンをつくりました。

せんべいもつくりました。キャンプじょうで

パンをたべました。川あそびをしました。楽

しかった。キャンプファイヤーで大きなかぶ

をやりました。きれいなまんげきょうをつく

りました。かぶと虫をつかまえました。 

 

 
 

江南第３団 ビーバー隊 

どい はるま 

 

かにがいっぱいいた。いっぱいつかまえれて

うれしかった。 

 

◇ 「おでかけビーバー」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

磯村 真沙那 

 

きのうでん車とバスにちょっととおくまでお

でかけに行きました。ＥＸＰＯ２０１８に行

きました。でん車のえきに歩いて行きました。

でん車の中でおり紙をしていました。おり紙

でおりづるとしゅりけんを作りました。１回

犬山ででん車をのりかえました。でん車から

おりて少し歩いてバスのりばに行きました。

バスのりばで少しバスがくるまでまちました。

バスにのるときに整理券をとりました。それ

をとらないとどこからのったかわからなくな

るからです。バスからおりてすこし歩いてつ

きました。ついて一ばんさいしょにかぶとを
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きました。むかしのあそびがあったのでいろ

いろなあそびをしました。一ばんたのしかっ

たのは、けん玉つみです。けん玉を 3 っつつ

みました。それからおひるごはんでおにぎり

をたべました。かえりもバスとでん車でかえ

りました。 

 
 

◇ 「おめん」 

 

江南第３団 ビーバー隊 

磯村 真沙那 

 

 
 

きのう、おおきなかぶのおめんをつくりまし

た。おばあさんやくになりました。おめんの

絵はおばあさんのおめんです。絵をかくのが

ものすごくむずかしかったです。おおきなか

ぶのれんしゅうをしました。 

 

 

◇ 「キャンプ」 

 

春日井第５団 カブ隊 

はしもと まな 

 

 1日目は歩いてばかりで足がつかれました。 

夕食のカレーは、おかわりしてきもちわるく

なりました。竹とんぼはうまく作れないので、

しょう子ちゃんのパパに手伝ってもらいまし

た。キャンプファイヤーは、はずかしくセリ

フが言えませんでした。 

 2日目は、おきたら、ノブ君としょう子ちゃ

んがまだねていたので、自分もねてしまいま

した。ラジオ体そうはちょっとねむかったで

す。その後はハイキングをしました。途中で

ごへいもちを食べておいしかったです。でき

たてほやほやだったので、あったかかったで

す。「半分青い」の出てくる人のサインがか

いてありました。ちょう上は高かったです。

弓矢を作りました、でも弓を引きすぎなのか

とびませんでした。かせきほりは 10分といわ

れたので「ええ！そんなに早いの」と思いま

した。かみなりがなったときはこわかったで

す。 

 

 
 

春日井第５団 カブ隊 

はたの しょう子 
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私の今日までのうれしかったできごとは、

竹とんぼ作りです。竹とんぼをつくる時いっ

ぱいがんばれたからです。 

ほかは、岩村じょうに登ったときです。ど

うしてかというと、山は天気がよくかわるの

でちょっと雨がふって、足がいたくなってつ

らかったけど、がんばってのぼったらいいけ

しきがみえました。真下をみたらがけになっ

ていて、ちょっとこわかったけど下りてみま

した。そしたら小さいバッタがいっぱいいま

した、かわいかったです。つかまえてみたら、

手の中でぴょんぴょんはねて、くすぐったか

ったです。上った時の時間は長いけど、下っ

た時の時間は短かったです。その時たべたお

にぎりはおいしかったです。トイレにいった

ときにかねをならしました。すごく大きな音

でした。 

夜になって外に出たら、いっぱい星があり

きれいだったです。昼ごはんにたべたカレー

はおいしかったけど少しあつかったです。キ

ャンプファイヤーのスタンツで、森は生きて

いるというお話の中の一部をはっぴょうしま

した。ほかのだんのいちのみや１３だんの人

もいたから、少しきんちょうしました。でも

がんばったらできました。これからもゆうき

をだして、いきいきとしてがんばりたいです。 

 

 
 

春日井第５団 カブ隊 

くま 平田 陽太郎 

 

 今日、ぼくが一番心に残ったことは弓作り

です。①竹に切り込みを入れる②糸をこよっ

たものを切り込みにつける③完成。竹とんぼ

よりも作るのはかんたんだったのですが、的

を撃ち抜くのがとてもむつかしかったです。

でも 3 回程撃ち抜くことが出来たのでよかっ

たです。 

 二つ目はおいしいごへいもちを食べれたこ

とです。その店には、有名な人のサインがい

っぱいあったので、「この店はとても有名な

んだなー」と思いました。 

 三つ目はキャンプファイアーを一宮 13団と

することが出来たことです。久しぶりに他の

団とふれ合う事が出来たのでよかったです。 

四つ目は化石掘りのことです。いろいろな

ものが出てきそうなので、家でも続きをやり

たいです。 

 

 
  

春日井第５団 カブ隊 

くま 原田 信繁 

 化石ほりや、弓矢作りや、岩村城に登った

りして大変だったけど、楽しかったので来年

もここのキャンプ場にしたいです。 

 

 
 

◇ 「たのしかったみずあそび」 

 

春日井第５団 ビーバー隊 

宮地 あかり 
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みずあそびはたのしかった。 

みずてっぽうのみずがおちてきてきもちよか

ったです。さいご いっかいうえにあがった

にずがプールのなかにもどった，みずのおと

がいいおとだったです。 

 

◇ 「ビーバー隊全員集合」 

 

春日井第５団 ビーバー隊長 

中神 雅子 

 

 ８月 11・12日の一泊にて、団キャンプに参

加しました。 

キャンプ場内を散策し、葉っぱを写しみん

なで一つの作品を仕上げました。春日井 5団 

ビーバー隊全員集合！ 

 

 
 

 

◇ 「デイキャンプ」 

 

春日井第５団 ボーイ隊 

大上 陽斗 

 

 僕は 6 月 3 日に、春日井少年自然の家でガ

ールスカウト愛知 40団さんと合同でデイキャ

ンプをしました 

 僕たちは、ビーバースカウトやカブスカウ

トに遊んでもらうために、モンキーブリッジ

やブランコ、メリーゴーランドを木とロープ

だけで作りました。その中でとても大変だっ

たのは、メリーゴーランドです。なぜかとい

うと、使っていくたびにロープが下がってく

るからです。 

 様々な苦労があったけど、ビーバーやカブ

の子たちに喜んでもらったのでよかったです。 

 

 
 

◇ 「せとものパレードのこと」 

 

瀬戸第１団カブ隊 

うさぎ 加藤
か と う

 陽生
は る き

 

 

ぼくは、せとものパレードにでて、3年目で

すが、カブでやるのは、はじめてなので小だ

いこをやると、ピアニカよりつかれました。

ともだちや、みんながきてくれてとてもうれ

しかったです。 

 商てんがいや、橋をわたって、みんなに聞

いてもらってうれしかったです。おきゃくさ

んや、ぼくたちのちかくにいる人を心の中で
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すごいなあと思ってもらえたことがとてもう

れしかったです。 

 みんなで合しょうするときれいな音になる

から音楽がとても楽しくなりました。 

  

 
 

◇ 「がんばったたいこ」 

 

瀬戸第１団カブ隊 

うさぎ 南雲
な ぐ も

 大翔
ひ ろ と

 

 

ぼくは、たいこをいっぱいたたきました。

とてもたのしかったです。いっぱいあるいた

けどさいごにごほうびをかってもらってうれ

しかったです。たいこをたたいているときに、

学校の友だちがいました。３人しかいないけ

どうれしかったです。だけど学校の友だち、

だけでなはなく、ほいくえんの時にいっしょ

にいた友だちもいました 

。 

 
 

ごほうびをかったあとに、きずいてくれま

した。ひさしぶりに、ひさしぶりに、こえを

かけてくれましたとてもうれしかったです。

ぼくもいつか友だちにあったらこえをかけて

みたいです。でも、そのほいくえんの時の友

だちが３人いました。だからいっぱいこえを

かけてくれました。だけどおもったよりとも

だちがいっぱいいてくれてうれしかったです。

あしたのせとものまつりでぼくのクラスのせ

んせいがくるらしいです。あとぼくのおなじ

クラスの女の子がおどるらしいです。あした

のせとものまつりも晴れれば、たのしいと思

います。ぼくもまつりをみにいきたいです。 

 

◇ 「せともの祭パレード」 

 

瀬戸第１団カブ隊 

うさぎ 藤田
ふ じ た

 劉
り

空
く

 

 

 ぼくは、九月八日のボーイスカウトでこて

きをしました。カブになってはじめてのこて

きになりました。さいしょのれんしゅうでが

っきをきめるとき、ぼくはかるそうながっき

がよかったので、小だいこにしてみました。

つぎのれん習のとき、ぜんぜんわかんなかっ

たので家でれん習をしてだいたいわかるよう

になりました。どんどんれん習をしてがくふ

を見ないでできるようになりました。さいご

のれん習のときこれでうまくたたけるか心配

でした。 

 

 
 

九月八日になってぼくは、きんちょうしま

した。ほんばんをやってさいしょは、うまく

いったと思ったらとちゅうからバラバラにな

ってぼくは、バラバラにしないようにがんば

ったけどムリでだんだん心配になってきまし

た。でもさいごの方でまただんだんそろって

きたので、うれしかったです。 
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さいごは、きれいにおわったのでよかった

です。たのしかったけどかたと手がいたいの

でそこは、ざんねんでした。らいねんは、も

っともっとうまくなりたいです。 

 

◇ 「せともの祭パレード」 

 

瀬戸第１団カブ隊 

うさぎ 山口
やまぐち

 怜士
れ お

 

 

「タン、タン、タン、タン」ぼくにとって

初めてのこてきの練習が始まった。ぼくがた

んとうする楽っきは小だいこです。たいこの

役割は音楽のリズムです。みんなとあわせて

リズムを一定にたたき続けることは、ぼくに

とってとてもむつかしかったです。 

でも、ピアニカや大だいこなど、ほかの楽

っきとそろうとアトムの曲がとてもかっこよ

く聞こえました。 

 本番、いよいよ練習のせいかをひろーする

時です。ぼくはとてもきんちょうしました。

小だいこがかたにもギュとくいこんできて足

もどんどんつかれてきてくるすくなってきま

した。だけど、こてきを見に来てくれた友だ

ちやおきゃくさんが手をたたいてよろこんで

くれました。だからぼくはつらい気持がふき

とんで楽しい気持になってえんそうできまし

た。練習して本番とてもうまくできてさい高

にうまくできたのでとても楽しかったです。

またらい年たのしみです。 

 

◇ 「せともの祭パレード」 

 

瀬戸第１団カブ隊 

しか 岡田
お か だ

 陸
りく

杜
と

 

 

ぼくは練習で 7 時～8 時 30 分まで夜に練習

をやっていました。さいしょの練習の時はで

きるかなと思っていやっていたけど、けっこ

うやっていたら、去年もやっているし、もう

こつをつかんだからいけるようなかんじがし

てやっていたらもういつのまにか目をつぶっ

ていてもできるようになっていて、そのころ

はとてもかんたんなようにかんじながら練習

をつづけていました。そして、いつのまにか

歩いてできるようになっていました。 

そのころは、えんりょうしてできたので、

とてもあんしんしてたいこをたたけていまし

た。そして、ほんばんのせともの祭でやると

きは、練習の時はぜんぜんきんちょうをして

いなかあったのに、ほんばんの時になったら

とてもほんばんの時になったらとてもきんち

ょうをしました。 

ぼくはおわってからかいとれんとぼくとと

もきとれんとかいとともきの友達とごはんを

食べたり、ゲームをしたりしてとても楽しか

ったです。そして 5 時になったらみんなとバ

イバイしてパルティせとで家族のみんなとま

ちあわせをしてみんあとそのあと花火をさい

ごまでみてからかえりました。 

ことしのせともの祭は去年よりもとても楽

しかったです。らいねんはパレードがおわっ

たらちがう友達といきたいです。 

 

  
   

◇ 「瀬戸物祭り」 

 

瀬戸第１団カブ隊 

しか 金山
かなやま

 夏
か

惟
い

 

 

ぼくは、ボーイスカウトのカブ隊２組には

いっています。瀬戸物祭りのミス瀬戸物パレ

ードにボーイスカウトとしてでました。 

ボーイスカウト１だんとボーイスカウト６だ

んが鼓笛にでていました。ぼくは１だんです。

１だんは、「テツワンアトム」の曲で、６だん

は、「ヤングマン」と言うきょくでした。ぼく
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は、「テツワンアトム」の曲のシンバルをしま

した。 

 ほかにも、しきしゃは、みさきちゃん、大

こは、ゆうすけ、シンバルは、ぼく、ベルリ

ラは、ともき、ひなちゃん、りこ、ゆずきく

ん、と小だいこは、れん、りくと、ひでのり

くん、ひろと、りょうがこの１５人でえんそ

うしました。 

 足がとてもつかれました。 

 そのあと友だちといっしょに瀬戸物祭りを

まわりましたがぜんぶまわれませんでした。

とてもひろいので３時間まわっていましたが

まわれませんでした。 

かえりは、電車で花火を見ながらみんなでか

えりました。ぜひ瀬戸物祭にきてください。 

 

 
 

◇ 「ボーイスカウトのこてきたい」 

 

瀬戸第１団カブ隊 

しか 松原
まつばら

 蓮
れん

 

 

ぼくは、瀬戸物祭りで、こてき隊として参

加しました。ぼくは、小だいこをしました。

小だいこは去年もやっていたので、去年より

自身がありましたが、覚えていない所もあっ

たので、今年もたくさん練習をしました。す

ると間ちがえていたところも出来る様になり、

もっと楽しくなりました。 

 本番は、たくさん人がいて、とてもきん張

しました。行きは練習通りに出来ましたが、

とても重くてと中から肩や足がとても痛くな

り、上手くたたく事が出来ませんでした。す

ごくつかれたけど、楽しかったし、うれしか

ったです。 

 ぼくは、今組長なので、みんなをひっぱっ

ていけるようにがん張りたかったけれど、ま

だ１年目で、どうやったらひっぱっていける

かがわからない部分も多かったので、これか

らもっとがんばっていきたいと思いました。

そして来年は、もっと音を合わせられるよう

に出来たらいいなと思いました。 

 

 
 

◇ 「えがおをくばったせとものパレード」 

 

瀬戸第１団カブ隊 

しか 佐藤
さ と う

 璃子
り こ

 

 

 わたしは、今回で二回めのパレードでした

が、予想外なことがおきました。それは、天

気予ほうをテレビや新聞で見てみると雨マー

クだったことです。少しその日はあきらめか

けていましたが、晴れてほしいという願いが

かないぶじ、パレード行うことができました。 

 そして、何回か曲をえんそうして、次始め

ようと思ったら、お祭りの声や音でしき者の

ふえがきこえなくなってしまい、どこからひ

けばいいかわからなくなって、えんそうがと

まってしまいました。このままでは、だめだ

と思い、どこからでもいいからひこうと思っ

て、わたしは、間奏の部分から一人でえん奏

しました。そしたらみんなもついてきてくれ

て、またえん奏が始まりあんしんしました。 

 そうしてやっと休けいにはいり、重いベル

リラをおろしたらとってもかたがいたくなり、

ここまでみんなよくがんばったな、と思いま

した。 

 最後まで、みんなで頑張ったので、とって

も達成感がありました。 
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 次の日朝はやくゴミひろいをしました。活

動をおえたら、空に大きなにじがかかってい

ました。きっとパレードとゴミひろいをがん

ばったから空からおくりものだと思いました。 

 

 
 

◇ 「こてきをやって・・・」 

 

瀬戸第１団カブ隊 

しか 長縄
ながなわ

 朋樹
と も き

 

 

 ぼくは、こてきでベルリラを選びました。

なぜかと言うとやりたい人の人数が少なくじ

ゃんけんをやらずにすみそうだったからです。

初めてベルリラを持ってみると重かったです。

次に選んでから夜の練習をしました。何回も

やるので最初は、めんどくさいと思っていま

した。だけど練習をつみかさねて上手になっ

ていってら楽しくなってきました。上手くな

っていったのでみんなの音色が美しくなって

いったのですごくうれしかったです。 

 せと物祭の本番は、思ったよりも、人が多

くてきんちょうしました。リーダーに一時間

ぐらい歩くと言われたけど、自分では、３０

分にも感じなかったです。えんそうしている

間は、多くの人に注目されているのがわかり

ました。 

 本番では、上手くえんそうできて、なあ学

練習をしたから、達成感がありました。こて

きが終わったしゅん間あせがだくだくでまし

た。本番の間は、集中していたので、あせを

かきませんでした。こてきが終わった後で、

友だちと、祭めぐりをして、もっと楽しくな

りました。 

 この、こてきの経験を通して、歌は、好き

だったけど、楽器には、きょう味がなかった

のに、今回こてきをやってちょっと楽器のえ

んそうが好きになりました。 

 

◇ 「せともの祭」 

 

瀬戸第１団カブ隊 

しか 松原
まつばら

 勇
ゆう

介
すけ

 

 

 ぼくは、九月八日にせともの祭でパレード

をしました。ぼくは初めてパレードをしたの

ですごくどきどきしました。土曜日と日曜日

が雨のよほうだったのでできないかと思って

いたけどなんと土曜日に晴れました。ぼくは

大だいこだったので練習がむずかしかったの

で晴れてよかったです。パレードをやる前の

練習のときにすずしかったのでよかったです。

やっているとえらいけど楽しくてなんかへん

なかんじでした。さいしょはよかったのです

が、半分いったところであつくてつかれてふ

らふらしたけどさいごには、うまくいったの

で結果大成功でした。はじめてだったけど大

だいこでたのしくうまくいったのでお母さん

やいとこにほめられました。またらいねんも

パレードをしたいです。そしてらいねんもせ

いこうさせたいです。次はシンバルをつかっ

てパレードをしてみたいです。つかれたけど

とても楽しかったです。 

 

◇ 「第 5 回韓国国際パトロールジャンボリ

ー派遣」 

        日進第 1団  カブ隊副長 

                星野 輝 

7/31 から 8/6 まで IST としてこのジャンボ

リーに参加してきました。前回に引き続き参

加しましたが今回は前回にも増して貴重な経

験をすることができました。担当したブース

では様々な母国語が異なる人の集まりでした。

ふだんなら出会えることのない人たちと時間

を過ごせたことはとても刺激的でした。 

 今回ジャンボリーを指導者目線で見てみて

スカウト主体の雰囲気をすごく感じ、スカウ

トの楽しむ姿が見られたので見習って普段の

活動に活かしたいと思いました。 
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◇ 「ハプニング続きの夏季野営」 

 

     日進第 1団 BS隊副長 

阪野 泰生 

 

今期の夏季野営では、アウトドアベース犬

山にて実施しました。1日目はあいにくの雨で

したが、設営を無事終え、ピザ作りを行いま

した。段ボールとアルミホイルを使用した手

作り窯を準備、具材も乗せ終え、さあ焼くぞ！ 

しかし炭に上手く火をつける事が出来ず、結

局シングルバーナーで混ぜながら直接加熱を

して調理。結果、グラタンもどきの様な物が

出来上がっていました。 

それでもスカウト達は美味しそうに食べてい

ました。 

 

 
 

2日目には午前中にハイキングを実施し、午

後から手作りウインナーに挑戦。 

下味をつけた肉を氷と一緒にこねて、専用の

機械で羊の腸へ詰めていきます。 

初めて経験するスカウトも多く、少し苦戦し

ながらも上手く作ることが出来ました。 

夕食は、手作りしたウインナーを使用した

ポトフと水戻しパスタでの夕食でした。 

しかしここでまたハプニングが発生。 

シングルバーナーでの調理でしたが、ふとし

た拍子に鍋が倒れ中身がどばー・・・・・ 

こぼれ出したのが幸いテーブルの上だった為、

具材を洗って再調理して食べていました。 

シングルバーナーが転倒し易い事を身をもっ

て経験出来たので、ある意味良かったのかな

とも思います。 

この様に、ハプニング続きの夏季野営でした

が、無事に終えることが出来、スカウトの成

長にも繋がったと感じました。 
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春日井第２団 桜🍒母の会＆親父の会 

 

６月３日（日）梅雨入り前、青空のイベン

ト日和の中、爽やかな川風に涼をもらい犬山

野外活動センターで「春２まつり 2018」を開

催しました。保護者との交流会を第一目的に

そしてビーバー隊からローバー隊のスカウト

の成長ぶりを確かめたく、総勢９４名の仲間

が集まりました。 

各隊保護者企画・実施の屋台風バイキング

で昼食を、ローバースカウトによる楽しいゲ

ーム、そして桜🍒母の会・親父の会企画の懇

談会。短い時間でしたが有意義なひと時を過

ごしました。 

保護者が楽しそうに語り仕事をする姿をス

カウトに見てもらい、スカウトが家庭では見

せない一面を保護者に見て欲しいと願い、そ

して懇談会では保護者からご意見、ご要望を

いただきましたので、今後団・隊活動に活か

して行きます。 

多くの方のご尽力で開催出来た事に感謝す

るとともに、元気団を確信できた一日でした。 

 

 

 
 

 

 

【編集者より】 

今回は各団の皆様よりたくさんの投稿いただ

きありがとうございました。 

すべての記事を記載させていただきました。 

次号は、２月末原稿締め切り、３月発行予定

です。たのしい記事をお待ちしています。 

尚、投稿は常時受け付けています。 

以下 地区の直近の行事を紹介しておきます。 

皆様の参加をお待ちしています。 

 

11/10～11 VS技能章（救急） レディヤン春

日井 

 

11/23～25 団委員研修所 新東工業研修セ

ンター 

      団委員実修所 新城吉川野営場 

 

12/1 地区ボーリング大会 春日井グランド

ボール 

 

12/2 隊指導者研修会（CS2018）３地区合同 

 

12/22～23 パイオニアリング章講習会 犬

山野外活動センター 

 

1/12 県連ボーリング大会 

 

1/13 VS技能章（茶道） 江南市老人福祉セ 

ンター 

 

2/16～17 指導者対象野営法（パイオニアリ

ング）研修会 

 

3/10 ボーイスカウト講習会 スカイワード 

あさひ 

 

3/16～17 地区アフターフォーラム 

 

3/28～31 県連盟ハイアドベンチャープログ

ラム「トレイルキャンプ」 

 

4/7 指導者対象スカウトスキル研修会 

 

7/22～8/2 第 24回世界スカウトジャンボリ

ー アメリカ 


